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施策 3202
妥当性 妥当 コスト削減の余地 無 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民対象
市民の生活不安を解消するために、市民相談体制の充実を図る。施

策
が
目
指
す
姿

市民相談受付件数…5年間（平成30年度～平成34年度）で843件（現状値767件）成
果
指
標

平成30年度
767.00
925.00

8,076
8,076

平成31年度
786.00

8,099
8,099

令和2年度
805.00

8,076
8,076

令和3年度
824.00

0
0

令和4年度
843.00

0
0

市民の様々な生活不安を解消するため、市民相談窓口を充実することは、安全・安心な生
活を送ることの一助となっており、貢献度は高い。貢献度

相談件数は増加しており、目標値を達成している。
達成状況

引き続き市民相談窓口の周知や相談しやすい環境づくりに努める必要がある。
課題

広報紙やＦＭくらら等を活用し相談窓口の周知を図るほか、庁内や関係機関との連携強化
し、より適切な相談先の案内をするなど、相談者の利用しやすい環境づくりを行う。取組方針

成果指標である「市民相談受付件数」は目標値を上回っている。これは、相談室が市民
に周知されてきた結果とも取れるが、反面多くの方が多様な悩みを抱えているということ
でもある。
プライバシーの問題はあるが、相談室で受付けた相談を事例集にまとめホームページ等

で紹介する方法や、同じ悩みを共有する者が集う機会を設けることで、今まで相談ができ
ずに悩んでいた方の解決策となるのではないか。
また、各課でも相談業務を実施しているが、どの課に相談してよいかが分かりずらい。

広報紙等で組織を紹介する際には、事業内容を記載する等、相談しやすい環境づくりが必
要である。
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112301
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

市民相談事業費 8,076

平成30年度

100

19100000

生活環境部 市民生活課

市民相談の充実

単位施策評価表 所属

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



施策

妥当性 妥当
市民の様々な生活不安を解消するためには必要な事業であ
り妥当である。

コスト削減の余地 無
現在の市民相談体制を維持するためには、コスト削減の余
地は無い。

受益者負担 適正
無料であることで、市民全ての方が気軽に安心して相談でき
ることにつながるため、適正である。

上位貢献度 有効
市民相談体制の充実により安全・安心に暮らせる環境づくり
の一助となっており、貢献度は高い。

類似事業の有無 無
どこに相談したら良いか分からない場合の相談窓口となって
おり、他に無い事業である。

成果向上の余地 有
目標値に達しているが、より一層、周知や啓発を行うことで、
相談受付件数の増加が見込める。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

単位施策評価表　補表

　3202　　　市民相談の充実

内部評価

区分

相談者が不安な状況を話すこと、また、相談内容に則してより適切な相
談先の案内を受けることで、相談者自身が解決の方向性を見出し、不
安の解消につなげることができるため、貢献度は高いと考える。

相談件数が大幅に増加し、目標値に達成している。

多様な相談に対応できる専門相談を充実させるなど、より一層市民相
談窓口の利用しやすい環境づくりを行う必要がる。

市民相談窓口の周知を図るほか、庁内や関係機関との連携を強化し、
より適切な相談先の案内できるようにするなど、相談者の利用しやすい
環境づくりを整える。


